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 宇宙初期の理論モデルとしてインフレーション宇宙モデルが宇宙背景輻射の観測などから支持され

ているが、素粒子理論との関係では，超ひも理論で示唆される多次元宇宙とどのように関連している

のか、バリオン数生成やニュートリノ質量の起源との関係など、明らかにされるべき問題が山積して

いる。 
この研究課題では、これらの広い範囲の研究者を組織し、宇宙初期の理論の構築、さらには宇宙初

期観測による理論の検証を目指して幅広く研究が展開されており、数多くの成果を得ている。素粒子

理論の研究成果と宇宙観測実験量との比較を行い、論理的に許されるパラメータ領域を明らかにした

ことは、高く評価できる。 
  
 
 
 
 
 
 

 


